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1　豊かな感性を育む音楽科の支援

豊かな感性を育む音楽科授業にとって必要なものは何か。

第一に,気づき,感じ,表現するのは児童であるということの再認識である。ともすれば,児

童に美しさを感じとらせようとしすぎるあまり,教師の感じ方を押し付けてしまうことがある。

教師の感じ方を素直に表現することも大切であるが,児童の感じ方や表現を無視したりすること

のないようにしたい。教材や活動のために児童がいるのではなく,児童のために教材や活動が用

意されるべきである。

第二に,その児童の感じ方や表現を大切にしながら,さらに感じ方や表現を深めたり高めたり

する手だてを講じることである。指導者は,一人一人の子どものよさを兄いだし,支えていく役

割を担っている。指導者のことばかけ,次の指導への方向付け,児童の実態把握を充実させて,

より高めていくための手だてを講じる。

ここでは,指導事例一水の冒険の音楽づくりを通して,豊かな感性を育む授業に迫りたい。

2　指導事例-「水のぼうけん」の音楽づくり(4年生)

(1)題材について

中学年になると,音楽に対するイメージや自己表現の意欲も次第に高まってくる。また,音楽

の構成を感じ取ったり,音楽の表現を協力して工夫したりするなど,主体的な活動や集団で協力

する傾向が見られる時期でもある。このような子どもたちの要求に応じるためには,自ら感じ,

考え,発見し,表現し合う自己表現活動を取り入れることが必要である。

本題材では,水を素材として,そのぼうけん旅行を想像し,その中で起こる出来事や自然現象

を音楽で表現することを主な活動と考えている。子どもと音との関わりを大切にしながら,イメ

ージをもって自分なりの音楽をつくり出す楽しさを味わわせたい。

子どもたちは,これまでに,曲の感じに合った表現の工夫(はずんだ歌い方やなめらかな歌い

方)や曲に合った音選び(打楽器による)などの経験があるが,本題材のような音楽づくりは初

めてである。従って,互いの子どもたちと音との関わり(感じ方や工夫)が生かせるように音の

素材はできるだけ少なくしたい。

豊かな感性を育むために次の指導目標を,学習過程においてどのように具現化し,達成するこ

とができたか,子どもの表現の状況や発表などから分析し考察したい。

(2)指導目標

①　イメージをもとにして,自分たちの音楽をつくり出す楽しさを味わうことができるように

する。

②　自分の表したい音を工夫して表現することができるようにする。
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(3)指導内容と計画…　…　…　…　…　…　…　…　…　…8時間

第一次(3)

体
を
使
っ
て

音
を
出
そ
う

第二次(5)

苗回転元
(4)指導の流れと支援の手だて

ね　 ら　 い 主　 な　 学　 習　 活　 動 支　 援　 の　 手　 だ　 て

第 体 を使 っ て , い ろ O 「打 つ 」 「こす る」 な どの 方法 ・体 を使 って つ くる音 で , 音 あ て

い ろ な 音 を工 夫 す で , い ろいろ な音 を出す 。 ゲ ーム等 を取 り入 れ て, 意 欲 化 を

次

③

る。 O 「声 のエ レベ ー ター」 な ど, 声 図 る 。

を使 った昔遊 びをす る。 ・発 見 した音 やつ くった音 を互 い に

○声 による音 遊 びで, 絵 をか く。 聴 き合 う場 を設定 す る。

第

音 探 し を して , 身 ○学校 の 中で水 の音 を探 す。 ・天候 を考慮 して, 音探 しをす る。

近 な音 に 関 心 を 持 ○水 の音 を聴い て メモす る。 ・紙 を丸 め た物 (メ ガホ ンの よ う

つ。 ことばや図で な もの) な どを用意 し, 音 を よ り聴

次

⑤

○探 した水 の音 を発 表 し合 う。 きやす くす る。

グル ー プで , 「水 の ○ グル ープで , 水 の 冒険旅行 の イ ・子 どもた ちが探 した水 の音 を使 い

ぼ う け ん 」 の 音 楽 メー ジを話 し合 う。 なが ら, 簡単 な水 のお話作 りを して

づ くりをす る ○話 し合 った もの を もとに しなが い く。

ら, 水 の音 を声 で表現 してい く。 ・話 しあ ったこ とを, 絵 や ことばで

〇 日分 た ちのイ メー ジに近 づ くよ 表 して、イメ ージを焦 点化 してい く。

うに, ことばや リズム, 強 弱, 高 ・音 楽づ くりのポ イン トを明確 にす

低 な どを工 夫す る。

○ グルー プの表 現 を聴 き合 い, よ

りよい表現 に工 夫す る。

る。 (ことば, リズム, 高低)

(5)水の音探し…・(雨の音)

音楽の時間は雨だった。そのため,学校の雨の音探しをすることにした。

まず,教室の中で雨の音に耳をすますと,いろいろな音に聞こえてきた。人によっても,雨の

音の言い表し方が違う。学校のいろいろな場所でも,音が違って聴こえそうである。こうして,

学校の雨の昔探検が始まった。1時間で子どもたちが探検してみつけた音をまとめると,次のよ

うになった。
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同じ場所で聴いても,音が違っていたり,同じ「ポトッ」でも強弱が違っていたりする。身近

な雨から,様々な音の発見をすることができた。

(6)「水のぼうけん」の音楽づくり

①　指導にあたって

次は,いよいよ「水のほうけん」の音楽づくりである。身の回りの水の音探しや,その水の冒

険の物語の想像や話し合いをグループで行った。場面は,主に3場面とした。

音楽づくりにあたっては,次の点を授業仮説として考えた。

音の素材を限定し,表現の工夫において,ことば,強弱,リズム,高低などをポイントとし

て支援するならば,子どもたちは,表現を高めていくことができるだろう。

子どもが感じ,気づき,考え,発見して表現する音楽づくりでありたい。そのために,指導に

おいては,自分の体で表現できる音(声もふくむ)を素材として,音の楽しさや工夫することの

よさを感じ取らせたい。身の回りに音の素材は様々あるが,声一つにしても,音色,ことば,高

低,強弱等,表現にむかって工夫できる点は多い。音の素材をできるだけ限定することで,音に

よる表現の幅を広げていきたいと考えている。

音楽づくりの手順は,子どもたちと話し合いながら,次のように決めていった。

1)自分たちのイメージに合う「音」を考えよう。

2)いろいろな表現のしかたで試してみよう。(リズムや速さ,強弱,高低)

3)水の音以外に,あらわすとよい音をつけ加えよう。

4)グループで練習しよう。

5)発表して互いのグループの表現を聴き合い,よりよいものにしていこう。

次は,第二次第3時における指導の実際である。互いのグループの表現を聴き合い,よりよい

ものにしていくための話し合いをした。

②　本時の目標　　表したい音を工夫して「水のほうけん」の音楽づくりをする。

③　準　　　備　　録音テープ,グループごとの音楽づくりのメモ用紙
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④　評価の観点

音楽へ の 関心 ・意欲 ・態 度 「水 のほ うけ ん」 の音楽 づ く りを楽 しみ, 進 んで活 動 して

い る。

音楽 的 な感受 や表現 の工 夫 声 を使 って イメー ジに合 った表 現の仕 方 を工 夫 してい る。

表　 現　 の　 技　 能 イメー ジに合 った表現 を して い る。

鑑　 賞　 の　 能　 力 互 いの工夫 した点 に気 をつ けて表現 を聴 き合 ってい る。

⑤　学習の展開

学　 習　 活　 動 指　　 導　　　 支　　 援　　 活　　 動

1　 巨ノクエ ス ト曲 を歌 う。l

申 l歌 率 ち l

2　 グル ープ ご とに, 水 のほ うけ ん

1　 音楽学 習 の始 ま りに位 置づ けてい る。

毎 時 間積 み重 ね るこ とで , 愛 唱歌 を増 や して い きた

い。 曲名 は記録 してお く。

2 ◎ 同 じ音 の素材 で も, 強弱 や リズ ム, 高低 によって

の音楽 づ く りを工夫 す る。

[ 車　 強 弱 垣 ]

3 l水のぼうけんを発表 し, 聴 き合うo l

グルー プご との表現

l表 した い ことl

l　　　　　　　　　　 l
l工 夫 した点 I lうま くい かない点l

l　　　　　　　　 l

4　　 体 時の ま とめ をす る。

感 じが違 って くる。 その ことに気 づ きに くい ようで

あれ ば, 聴 き比べ る場 を設 定す る。

3 ◎発 表 を意味 あ る もの にす る ため に次 の点 に留 意す

る。

・工 夫 した点 や, う ま くいった点 , うま くい ってい な

い点 を発表 す る ように指 示す る。

・見通 しを持 たせ るため に, 発 表 の手順 を示す 。

① グル ープの発表 を聴 く。

②工 夫 な どにつ いて気 づい た点 を発 表 し合 う。 よ

い ところは次 に生 かす。

・本時 の発表 を次 時 に生 かす ため に, 録 音 してお く。

4　 日分 たちの音 楽づ く りについ て, 工夫 で きた とこ

ろ, うま くいか なか った ところ を確 認 させ , 本時 の

ま とめ とす る。
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⑥　「水のほうけん」の音楽づくり(子どもたちのメモより)

水のぼうりん
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3　考察

(1)授業仮説より

表 現 の工 夫 にお いて , こ とば , 強弱 , リズ ム, 高 低 な どをポ イ ン トと して支援 す る こ とに

よ り, 子 どもは 自ら表現 を高め る こ とがで きたか。

ことば,強弱,リズム,高低などを,表現の工夫のポイントとするために,次のような手だて

を考えた。

①　強弱,リズム,高低を変化させて,聴き比べる場を設定する。

②　子どもたちが考えた「水のほうけん」物語のようすのイメージをより広げるためのことば

かけをする。

たとえば,次のようなことばかけをした。

「この時の水は,どんな気持ちかな?」

「雨は,たくさん降っているの?それともほんの少し?」

「大きい音がしているのかな。小さい書かな。」

③　グループでの練習や互いに聴き合う場では,自分たちの思いが表せたかどうかを振り返る。

じゃ一一一,じょぼじょぼ,とっぷんとっぷん,ボー,じゅわーじゅわーなど,様々なこ

とばの工夫が見られた三水の音を声による表現と限定したことで,状況によっていろいろなこと

ばで表現することができた。

しかし,子どもたちの考えた冒険物語によっては,イメージが広がりにくく,子どもたち自身

がイメージを持つことがむずかしいグループがあった。中には,「水のほうけん」の音楽づくりの

後で,「汽車のぼうけん」の音楽づくりに発展させたグループもある。しかし,身近な自然現象か

ら空想の世界まで,冒険物語の内容が多岐にわたることで,グループによる満足度の違いが見ら

れ,音楽づくりの楽しさを味わうことのできにくいグループもあった。

(2)題材について

(1)からもわかるように,音楽づくりにおいては,次の点が重要なものとなる。

①　子どものイメージが広がるものであるか。

②　表現の工夫をすることで子ども自身に満足感や達成感があるか。

③　表現の工夫のポイントが身につき,感じ方や気づき,表現が豊かになるか。

本題材では,「水のほうけん」の物語を子どもたちがつくっていったが,同じ水でも,「しずく

のぼうけん」という絵本をもとにして音楽づくりをする方法も考えられる。共通の話から,子ど

もたちそれぞれのイメージを出し合ったり,音を選んだり探したりして工夫することができるで

あろう。
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